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研究成果の概要（和文）：人びとの健康行動の持続的誘発には、対象属性に応じたコミュニケーションが重要である。
広告医学という新規概念を提案し、デザインやコピーライティングなどといった、わかりやすく、人々に影響を与える
広告的視点を取り入れることで、生活する人々の行動変容を実現するコミュニケーション研究を進めている。本研究で
は、広告医学の基礎概念実証を目指し、運動量の増加を目指した介入施策を複数デザインし、それらによる歩行量の増
加を実証した。本年度における成果を礎に、今後も広告医学の概念に基づくアイテム開発・実証実験を継続していくこ
とで、疾病予防に大きく寄与する独創的なコミュニケーション手法が生み出されるものと期待される。

研究成果の概要（英文）：Current major paradigm of health communication is to inform the personalized 
risks of health harming behaviors and the potential benefits of behavioral change with revolutionizing 
ICT items. However, it is highly questionable on the effect of affecting ones’ behaviors in a reflective 
way by such ICT-based intervention. Towards this end, we here launched an idea of "Ad Med" as a science 
of communication, where we employ a “creative" way of thinking to design products, services and 
environments to guide people towards healthy behaviors. "Ad Med” targets the people's impulsive, 
instinctive, and even automatic processes of daily behaviors in multiple occasions with repeated key 
performance indicator evaluation. Here ,we conducted a proof-of-concept study to experimentally 
demonstrate the efficacy by using designed materials in occupational health for improving their 
lifestyles.

研究分野： 再生医学、広告医学

キーワード： 社会医学
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、予防や管理の自律化を促すことを目
的として、健康・医療情報の高度化・個別化
が進められている。これにより正確な情報提
供が可能となる一方で、情報の受け手である
生活者は必ずしも合理的な思考に基づいた
行動をしないことが極めて重大な課題とし
て認知されつつある。したがって、生活者側
の自律性を喚起する視点では医学情報に加
え、生活者視点での有効性がプローブされた
実践的に有効なコミュニケーション技術が
必須である。 
 研究代表者らは、これらの課題を解決する
ために、デザインやコピーライティングなど
の直感的でわかりやすい広告的な伝え方を
健康活動におけるコミュニケーション手法
に取り入れることで、生活習慣の改善や生活
習慣病の重症化を予防し、医学・経済学的効
果の解明を実現することを試みてきた。医療
の専門的知見と人を動かすためのデザイン
を統合させる知の実践体系を「広告医学」と
して提唱し、このような概念に基づき、世界
に先駆けて高血圧症制圧に向け小規模コホ
ート研究を実施し、平均 1 日あたり 1300mg
の尿中食塩量の減少に成功している（「20 年
先の未来は今作られている」日本経済新聞出
版）。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、この様な広告医学の基礎概念
のもと、健康行動の常態化が最も必要である
働き盛りの企業従業員を対象とした有効な
コミュニケーション施策の開発を目的とし
た事業推進を行う。具体的には、横浜市内企
業での背景調査（意識調査・コンタクトポイ
ント調査など）、施策の立案と実行による効
果測定とフィードバックにいたるまでのシ
ームレスな研究開発を実行し、すこやかな企
業を形成するために必要なデザインの解明
を試みる。以上を通じて、一般生活者の行動
変容の達成、という医学界における未踏領域
において革新的なコミュニケーション開発
を次々と推進し、研究代表者らが世界で唯一
提唱する『広告医学』という知の体系の具現
化へ向けた基盤構築を試みる。 

 
３．研究の方法 
 
 高血圧症罹患者は我が国に４３００万人
程度存在し、我が国の生活習慣病のうち最大
数を誇る疾病である。高血圧症は二次予防の
中でも最も重要な生活習慣病の一つであり、
脳卒中や心筋梗塞の重大なリスク要因であ
るにも関わらず、十分なコントロールが得ら
れていない患者が７５％を占めている。これ
を予防する上で、運動量の増加は極めて重要
なテーマといえる。 
 本研究では、階段昇降や歩行など運動量の
増加を目指し、横浜市内の企業従業員を対象
として、行動変容の実行を支援する有効なコ
ミュニケーション施策を開発する。 
 具体的な事業の達成目標は、次の 4 つであ
る。①高血圧症に罹患する従業員の特性把握
に基づき行動プロセスモデルを樹立し、成
功・失敗体験の分析に基づき行動変容につな
がる要素を抽出する。②クリエーターととも
に行動変容の持続化を実現するメッセー
ジ・デザインプロトタイプおよびその提供ア
ルゴリズムを開発し、それらをコミュニケー
ション論で分類する。③市民公開イベント
（日本高血圧学会 横浜総会、横浜市と連
携）などを開催し、コミュニケーション施策
を公開・意見を収集する。④一般生活者の反
響や意見の反映し、高血圧症対応行動の持続
化を実現するために有効なコミュニケーシ
ョン施策のさらなる先鋭化を図る。 
 以上を通じて、開発されたクリエーティブ
試作版を基に、将来的に企業生活者へのコミ
ュニケーション介入体制の基盤を構築し、有
効性の評価へ向けた介入試験の実現を目指
す。 
 
４．研究成果 
 
 人びとの健康行動の持続的誘発には、対象
属性に応じたコミュニケーションが重要で
ある。広告医学という新規概念を提案し、デ
ザインやコピーライティングなどといった、
わかりやすく、人々に影響を与える広告的視
点を取り入れることで、生活する人々の行動
変容を実現するコミュニケーション研究を
進めてきた。 



 本研究では、広告医学の基礎概念実証を目
指し、大きく４つの事業を推進した。①企業
における健康組合における課題調査および、
グループインタビューの実施、②階段昇降や
歩行を促すコミュニケーションデザインの
開発、③企業従業員に対する効果測定の実施、
④一般向けの公開講座の実施によるアウト
リーチ活動の実施、の４点である。当初は、
減塩行動を想定していたが、運動量の増加を
目指し、メタボへの対応を目指す取り組みへ
の要望が強かったため課題設定は、歩行数の
増加に絞り込み事業を推進した。 
 最も重要な成果としては、内臓脂肪の蓄積
を簡単な手法で警告する衣服を開発した。す

なわち、腹囲がメタボ基準に達する程度にな
った場合に色調が大きく変わる布素材を開
発し、知財を出願した。さらに、対象企業に
おける動線分析を行い、階段の昇降を中心に
歩行を促す POP・ポスター、ステッカー、ウ
ェブサイトなどをデザイナーとともに開発、
効果的な配置で設置した（最上図）。 
 これらの介入効果をウェラブルデバイス
により定量評価をしたところ、一日あたり４
０歩程度の階段登りが上昇することが判明
した（上図）。興味深いことに、歩行数が増
加した被験者では、同時に睡眠の質も向上し
ている可能性が示唆された。さらに、この変
化は、被験者の属性に応じて異なっていると

いうことも示唆された。以上の成果は、中間
報告を兼ね、パシフィコ横浜にて一般の方向
けの対話型セミナーを実施し、好評を得た。
一部は、web ニュースに取り上げられるなど
の反響があった。 

 本年度における成果を礎に、今後も広告医
学の概念に基づくアイテム開発・実証実験を
継続していくことで、疾病予防に大きく寄与
する独創的なコミュニケーション手法が生
み出されるものと期待される。今後も、生活
者の目線に立って、楽しみ・自動性・帰属意
識など、さまざま要素を俯瞰的に設計した施
策の構築を進めていく。すなわち、デザイン
やコピーライティングなどといった、わかり
やすく、人々に影響を与える広告的視点を取
り入れることで、生活する人々の行動変容
（Behavior  Change）を実現する「コミュニ
ケーション」の研究を進める。 
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